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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

〝
老
人
の
友
〞
と
呼
ば
れ

る
肺
炎
を
直
接
引
き
起
こ
す

摂
食
・
嚥
下
障
害
は
外
部
か

ら
の
観
察
が
難
し
く
、
そ
の

状
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
に
は
精
査
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
患

者
に
対
し
て
検
査
環
境
が
整

っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
特
に
通

院
で
き
な
い
患
者
へ
の
対
応

を
困
難
と
し
て
い
る
。

　

摂
食
・
嚥
下
障
害
へ
の
対

応
の
第
一
歩
は
職
種
間
で
共

有
す
べ
き
知
識
を
も
つ
こ
と

に
あ
り
、
こ
こ
に
は
問
診
・

診
察
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

豊
田
裕
章
氏
（
浪
速
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
か
ら
の
食
育―

何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
よ

い
の
か
〜
考
え
方
・
伝
え
方
か
ら
最
新
情
報
ま
で
〜
」

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
合
同
講
習
会

１月度生涯
研 修 抄 録

摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
な
評
価
・
診
断

「復興支援費の使い道を監視
すべき」と訴える西谷文和氏
＝11月23日、Ｍ＆Ｄホール

戸
原　

玄（
日
本
大
学
歯
学
部
摂
食

機
能
療
法
学
准
教
授

）

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線「
朝
潮
橋
」駅
か
ら

徒
歩
10
分
） 　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま

す
。
実
習
で
は
、「
モ
リ
タ
」
の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
14
階
１
号
会
議
室
（
地
下
鉄

「
千
里
中
央
」
駅
徒
歩
３
分
）　　

定
員　

50
人

講
師　

吉
岡
正
雄
氏
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
経
税
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
低
成
長
時
代
の
歯
科
医
院
経
営
〜
低
収
入
で
も
勝
ち
残
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
」

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

２
０
１
１
年
１
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
澤
力
氏
（
協
会
副
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
４
月
か
ら
困
っ
た
困
っ
た―

個
別
指
導
と
明
細
書
発
行
」

大
阪
市
内
合
同
講
習
会

259

イ
ザ
ゆ
か
ん　

還
暦

絵　藤田　進 （河内長野市）

を
中
心
に
伊
豆
七
島
及
び
狩

野
川
水
系
の
生
物
調
査
を
長

年
に
渡
り
行
っ
て
き
た
。

　

私
は
植
物
班
の
羊
歯
の
分

布
を
中
心
に
調
べ
て
い
た
。

高
校
１
年
の
時
は
伊
豆
大
島

で
、
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
の
群
生

に
う
っ
と
り
。
高
２
の
時
は

富
士
五
湖
の
一
つ
山
中
湖
の

湖
畔
で
オ
ニ
イ
ノ
デ
の
群
生

や
、
伊
豆
・
浄
蓮
の
滝
の
壁

面
に
広
が
る
全
長
１
㍍
を
こ

す
ハ
イ
コ
モ
チ
シ
ダ
（
別
名

ジ
ョ
ウ
レ
ン
シ
ダ
）
の
青
々

間
、
富
士
の
裾
野
で
産
湯
を

つ
か
り
、
寅
さ
ん
の
映
画
を

観
て
育
っ
た
。

　

私
の
「
あ
の
頃
」
は
、
日

大
三
島
高
校
、
生
物
部
で
活

動
し
た
３
年
間
で
あ
る
。
生

物
部
は
顧
問
の
花
野
井
先
生

マ
イ
マ
イ
班
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
班
、
植
物
班
と
共
に
夜
間

の
晴
海
埠
頭
か
ら
出
航
し

た
。
次
の
日
の
朝
は
八
丈
島

の
海
は
荒
れ
模
様
で
港
に
は

接
岸
で
き
ず
、
高
波
の
中
、

艀
で
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

乗
り
移
る
時
の
う
ね
り
は
凄

く
、
そ
の
直
下
の
海
底
10
㍍

以
上
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
海

底
が
く
っ
き
り
見
え
、
ス
リ

ル
満
点
、
な
か
な
か
乗
り
移

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
八

丈
島
海
域
は
世
界
１
位
の
透

明
度
と
言
わ
れ
て
い
た
。
上

陸
す
る
と
テ
ン
ト
の
設
営
、

食
事
の
準
備
、
次
の
日
は
八

丈
富
士
（
標
高
８
５
３
㍍
）

の
登
山
で
木
生
シ
ダ
・
ヘ
ゴ

の
林
に
感
激
し
た
。
最
終
日

に
シ
ダ
を
研
究
し
て
い
る
人

と
し
た
崖
と
滝
飛
沫
の
マ
イ

ナ
ス
・
イ
オ
ン
で
気
分
は
最

高
で
あ
っ
た
。
高
３
の
時
は

念
願
の
伊
豆
七
島
最
南
端
、

八
丈
島
へ
行
く
こ
と
が
で
き

た
。
ハ
虫
類
班
、
昆
虫
班
、

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
、
説
明
を
丁
寧
に
し
て
頂

い
た
が
、
私
の
植
物
学
者
に

な
る
夢
は
脆
く
も
挫
折
し

た
。
専
門
家
は
凄
い
と
感
じ

入
っ
た
17
歳
で
あ
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
10
月
１
日
〜

29
日
ま
で
生
物
多
様
性
会
議

が
名
古
屋
で
開
か
れ
た
。
地

球
上
の
生
物
の
未
来
の
た
め

に
私
た
ち
が
出
来
る
事
は
何

だ
ろ
う
。
自
然
を
残
し
た

い
、
次
の
世
代
へ
。

岡
山　

廣
樹
（
平
野
区
）

　

岡
山
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
岡
山

先
生
の
ご
紹
介
で
坂
本
尚
子

先
生
（
平
野
区
）
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

と
深
刻
な
様
子
を
語
っ
た
。

　

米
兵
へ
の
取
材
か
ら
「
日

本
各
地
の
基
地
で
訓
練
し
て

か
ら
派
兵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
西
谷
氏
。

日
本
政
府
が
、
今
後
５
年
間

で
ア
フ
ガ
ン
に
50
億
ド
ル
を

支
援
す
る
こ
と
に
対
し
て
も

「
表
向
き
は
復
興
支
援
だ

が
、
米
軍
の
た
め
に
使
わ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
使
い
道

を
監
視
す
る
と
と
も
に
、
ア

メ
リ
カ
の
言
う
『
テ
ロ
と
の

戦
い
』
が
間
違
っ
て
い
る
と

訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

当
日
は
８
月
に
ス
イ
ス
・

バ
ー
ゼ
ル
で
開
か
れ
た
第
19

回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防

止
国
際
医
師
会
議
）
世
界
大

会
の
模
様
に
つ
い
て
、
参
加

し
た
武
田
勝
文
・
医
科
協
会

副
理
事
長
ほ
か
３
人
が
報
告

し
た
。

て
お
り
、
多
く
の
市
民
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
姿
を
最
新

映
像
で
報
告
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ン
情
勢
が
泥
沼
化

す
る
な
か
、
米
軍
の
攻
撃
で

多
数
の
子
ど
も
や
女
性
が
殺

傷
さ
れ
て
い
る
。
西
谷
氏

は
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
で
両
脚
を

失
っ
た
女
性
に
密
着
取
材

し
、
当
た
り
前
の
生
活
を
奪

っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
を
映
し

出
し
た
。

　

病
院
で
は
、
眼
球
や
肛
門

が
な
い
先
天
性
異
常
や
、
白

血
病
、
お
し
り
に
頭
の
大
き

さ
の
腫
瘍
を
も
っ
た
新
生
児

な
ど
、
生
々
し
い
実
態
が
映

し
出
さ
れ
た
。「
イ
ラ
ク
で

も
同
じ
よ
う
な
子
ど
も
が
少

な
く
な
い
。
明
ら
か
に
米
軍

の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
影
響
だ

と
思
わ
れ
る
。
ア
フ
ガ
ン
で

は
６
人
に
１
人
が
１
歳
に
な

る
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
」

　

２
０
０
１
年
の
開
戦
か
ら

10
年
目
を
迎
え
た
ア
フ
ガ
ン

戦
争
の
実
態
を
つ
か
み
、
反

戦
世
論
を
高
め
よ
う
と
大
阪

反
核
平
和
医
療
人
の
会
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
イ
ラ
ク
の
子
ど
も

を
救
う
会
」
代
表
で
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
谷
文

和
氏
を
講
師
に
、
11
月
23

日
、
学
習
会
「
ア
フ
ガ
ン
の

子
供
た
ち
は
今
」
を
開
き
43

人
が
参
加
し
た
。

　

西
谷
氏
は
10
月
上
旬
か

ら
、
現
地
の
避
難
民
キ
ャ
ン

プ
や
病
院
へ
の
取
材
を
重
ね

精
査
・
そ
し
て
訓
練
的
な
対

応
へ
の
知
識
に
あ
わ
せ
て
、

一
連
の
専
門
用
語
の
理
解
が

不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
よ
う

な
知
識
を
一
通
り
得
た
上
で

医
療
連
携
チ
ー
ム
の
編
成
を

考
え
て
ゆ
く
が
、
こ
こ
で
は

trans-disciplinary team 
approach

の
概
念
を
押
さ
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
利
用
で
き
る

職
種
で
必
要
な
医
療
的
介
入

を
職
種
間
で
柔
軟
に
手
分
け

す
る
と
い
っ
た
考
え
方
で
あ

る
。

　

そ
の
他
職
種
間
の
調
整
の

み
な
ら
ず
患
者
の
環
境
を
考

え
て
、
病
棟
、
病
院
、
地
域

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
形
に
あ
っ

た
協
働
作
業
を
行
え
る
よ
う

に
設
定
で
き
る
か
ど
う
か

が
、
中
途
障
害
者
の
摂
食
・

嚥
下
リ
ハ
の
成
功
の
継
続
化

を
左
右
す
る
。

日
時　

１
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
事
務
局
ま
で

アフガン戦争の実態報告
反核医療人の会が学習会

西谷氏 〝テロとの戦い間違っている〟

　

大
阪
に
出
て
き
て
34
年
、

毎
週
３
回
の
テ
ニ
ス
で
汗
を

流
し
、
長
時
間
の
歯
科
診
療

に
、
体
力
の
低
下
を
感
じ
て

い
る
。

　

生
ま
れ
は
静
岡
県
富
士
市

で
、
富
士
山
と
駿
河
湾
の

日
時　

２
０
１
１
年
２
月
６
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

福
池
久
恵
氏
（
歯
科
臨
床
・
学
術
部
員
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
０
１
１
年
２
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　

第
１
回〔
初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
料
、
訪
問
診
療
〕

　

第
２
回
３
月
26
日
（
土
）〔
検
査
、
画
像
診
断
、
処
置
、

手
術
〕、
第
３
回
４
月
23
日
（
土
）〔
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修

復
、
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
〕

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
１
０
年
４
月
版
）・

『
２
０
１
０
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を
ご
持
参
く
だ
さ

い

社
保
講
習
会


